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午前10時05分

○委員長（日角 邦夫）

・ 欠席委員連絡（斉藤委員）

・ 遅刻委員連絡（工藤委員）

午前10時05分開議

○委員長（日角 邦夫）

・ 開会宣告

・ 議題の確認

１ 閉会中継続審査事件

(1) 陳情第９号 函館の保育・学童保育、子育て支援の充実を求める陳情第１項第１号・第２号・第３

号

○委員長（日角 邦夫）

・ 議題宣告

・ 本件については、学童保育に関する国の動向や市の標準モデルの検討状況を見ながら、引き続き審

査することを確認していた。状況についてお話しさせていただくと、現在、国において、子ども・子

育て支援新制度の実施に向け、基本指針や各種基準などについて審議しているところである。

・ それでは、本件について、各委員から何か御発言あるか。

○市戸 ゆたか委員

・ 何もネタないんだものね。示されないということで。

○委員長（日角 邦夫）

・ ないということなので。ないようなので、発言を終結する。

(2) 陳情第23号 函館の保育、子育て支援の充実を求める陳情第２項、第３項、第４項

○委員長（日角 邦夫）

・ 議題宣告

・ 本件については陳情第９号と同様、子育て支援に関する国の動向と、それに伴う市の条例制定等の

動きを見ながら、引き続き審査することを確認していた。

・ それでは、本件について各委員から何か御発言あるか。

○市戸 ゆたか委員

・ この陳情第23号の第３項と第４項について、この間、保育連絡会の方たちと子ども未来部との懇談

があって、保育園の職員の皆さんの劣悪な労働条件が浮き彫りになった。民生常任委員会としても陳

情に対するマルバツだけではなくて、函館市における保育所の実態というか、民間保育所の保育士さ

んたちが大変な思いで保育に当たっていることがわかったので、この陳情をきっかけに調査も必要か

と思ったので、発言しておきたいと思う。
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○委員長（日角 邦夫）

・ 貴重な御意見、感謝する。

・ ほかに、何か御発言あるか。

○北原 善通委員

・ 前と変わらず。

○委員長（日角 邦夫）

・ それでは、発言を終結する。

○委員長（日角 邦夫）

・ これより、各件に対する協議を行う。それでは、陳情第９号函館の保育・学童保育、子育て支援の

充実を求める陳情第１項第１号、第２号、第３号、及び陳情第23号函館の保育、子育て支援の充実を

求める陳情第２項、第３項、第４項について、各会派の賛否及びその理由をお伺いする。なお、継続

審査を主張する場合には、継続とする理由についても、御発言願う。また、議運申し合わせにより、

不採択の決定をした陳情については、賛否の理由等にかかわる発言の記録を陳情者へ送付する扱いと

なっており、この協議の場での発言を送付する扱いとなるので、御配慮の上、発言いただくようお願

い申し上げる。それでは、市政クラブさん。

○北原 善通委員

・ 継続。

○委員長（日角 邦夫）

・ 全部継続。

○北原 善通委員

・ 今まで変わってないから。

○委員長（日角 邦夫）

・ 民主・市民ネットさん。

○板倉 一幸委員

・ 今、北原委員がおっしゃったように、まだ詳細はっきりしてないところがある。きっと近いうちに

状況が明らかになってくるだろうと、その状況を見て判断をさせていただきたいと思うので継続をお

願いしたいが、今、市戸委員からもお話があったが、陳情第23号にかかわることについては、委員会

としても調査をしていく必要もあると思うので、それも含めてこの陳情に対してはどちらも継続をさ

せていただきたい。

○委員長（日角 邦夫）

・ はい。公明党さん。

○小林 芳幸委員

・ 同じく継続でお願いする。

○委員長（日角 邦夫）

・ 市民クラブさん。
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○佐々木 信夫委員

・ うちも継続で。同様な理由だ。

○委員長（日角 邦夫）

・ 日本共産党さん。

○市戸 ゆたか委員

・ 私たちはこの二つの陳情には賛同したい思いでいるけれども、皆さんが継続であるならば調査も含

めてしていきたいと思うので、継続にしたい。

○委員長（日角 邦夫）

・ 全会派継続ということだ。それでは、陳情第９号函館の保育・学童保育、子育て支援の充実を求め

る陳情、第１項第１号、第２号、第３号、及び陳情第23号函館の保育、子育て支援の充実を求める陳

情、第２項、第３項、第４項については、継続審査するということで確認させていただく。（「はい」

の声あり）

○委員長（日角 邦夫）

・ お諮りする。委員長の報告文については、委員長に一任願いたいと思う。これに御異議ないか。（「異

議なし」の声あり）

・ 異議がないので、そのように決定した。

○佐々木 信夫委員

・ 今の板倉委員と市戸委員の発言の扱い、これはどういうふうにするのか。調査すべきだとかさ。

○委員長（日角 邦夫）

・ これについてはその他のところで、御提起申し上げたいと思っていたんだけれども。

○佐々木 信夫委員

・ わかった。

○委員長（日角 邦夫）

・ 議題終結宣告

２ 閉会中継続調査事件

(1) 産後ケア事業について

○委員長（日角 邦夫）

・ 議題宣告

・ 本件については、前回の委員会で、これまでの調査を通じ把握された課題や問題点、または参考と

なった先進地の取り組みなどについて、各委員から御意見やお考えを発言していただき、委員会とし

て本市の抱える課題や問題点を整理し、共通認識のもと、まとめに向けた協議を行うことを確認して

いた。それでは、本件について各委員から御発言お願いする。

○小林 芳幸委員

・ ２カ所視察させていただいてそれぞれ特徴があったけれども、いざ函館に置きかえるときに、産後

に本当に親がいないだとか苦労されている方がどれぐらいいるのか、そういう需要がどれだけあるの
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か、今後いろいろ調べなければならない部分も課題もあると思うけれども、調査してわかったことと

いうか、今の若い人たち、親も忙しいとかいろんな条件の中でお子さんを産んで育てるということは

本当に大変なことなんで、今後、産後ケア事業というのも函館でもいろいろ考えていかなければなら

ないとは今回の調査で感じた。また、市内の産婦人科を見ると産科をやめているところも何カ所かあ

って、そういうところのベットが空いている現状もうまく活用できないのかなというのもいろいろ感

じたりはした。

○委員長（日角 邦夫）

・ ほかに、御発言ないか。

○池亀 睦子委員

・ 今回の女性議員と函館市で活躍いただいている方々との懇談会があって、その中でマミーズフレン

ズの代表の方が函館は若いお母さんを支援する体制が薄いのではないかという御意見もしっかりとい

ただいた。また、今後、子育て支援隊等も、訪問型でお母さん方を支援するという体制もある。それ

もしっかりと見守って、産後ケアに十分通じていくということもあるので、限られた予算の中でいろ

んなことを私たちもやっていかなければいけないけれども、やはり出産する前の母親教室、母親学級

とかはあるけれども出産の後のフォローというのはどこも課題なのかなと。世田谷区は子供への虐待

を考えてこういう事業をやっているという、あれはすごく今の時代の発言だと聞いていた。そういう

視点からもしっかり産後ケアというのは、育児に不安な心が思ってもみない結果になってしまうこと

もたくさんあるので、産後ケア事業というのは民生常任委員会としては大変いいテーマで、しっかり

提言していかなければならないと実感した。

○委員長（日角 邦夫）

・ 他に、御発言ないか。（なし）

・ それでは、ただいまの意見を踏まえて、後日、正副委員長で理事者への提言案を作成し、次回以降

の委員会でまとめに入っていきたいと考えるが、いかがか。（「異議なし」の声あり）

・ 異議がないので、そのように確認する。

・ お諮りする。閉会中に委員会が行った調査については、次の定例会で報告することとなるが、委員

長の報告文については委員長に一任願いたいと思う。これに御異議ないか。（「異議なし」の声あり）

・ 異議がないので、そのように決定した。

・ 議題終結宣告

３ その他

○委員長（日角 邦夫）

・ 次に、３のその他だが、私から１点お話がある。

・ 前々回の委員会でお話のあった、函館市の子ども・子育て支援新制度の実施に向けた各種事業にか

かわる利用希望を的確に把握するためのニーズ調査の結果だが、近日中に示される旨、理事者に確認

している。ここで正副から御相談だが、この件について次回の委員会において理事者より説明を受け

たいと考えている。いかがか。（「異議なし」の声あり）
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○市戸 ゆたか委員

・ お願いなんだけれども、今回の委員協議会の資料も２日前だった。一生懸命見たけれどもなかなか

読み込めなかったので、このニーズ調査が出たときに少し時間に余裕が欲しいと思うけれども、そこ

を部局にお願いできないか。早めにということで。

○委員長（日角 邦夫）

・ 私のほうからお願いする。出た時点で委員会として勉強したいので、早く出していただきたいとい

うことだね。

・ ほかに、御発言あるか。（なし）

・ 散会宣告

午前10時19分散会


